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｢資源大国Jオｰストラリアの素顔と

C,S.I国R国α(連邦科学産業研究機構)の地下資源研究･

富樫幸雄(鉱床部)

�歩潔佇��

はじめに

平均的目本人にとっては可愛らしいコアラやカンガ

/レｰの国手の数が人間の数よりはるかに多い国そし

て映画｢渚にて｣で印象的だった｢ワルツインク･マ

チノレダ｣の国オｰストラリア.ビジネスマンにとっ

ては安定したr資源大国｣として日本の経済と深い結

びっきにある国オｰストラリア.そして鉱床学を

学ぶ者にとっては有名なブロｰクン･ヒルBrokenHi11

やマウント･アイサMountIsaなどの世界屈指の大

鉱床のある国オｰストラリア.

アメリカやヨｰロッパほどではないにしても最近と

みに日本にもひんぱんに紹介されるようになったこの

オｰストラリアで筆者は日豪研究者交流制度のもと

オｰストラリア連邦政府の招へいにより在外研究を行

う機会を得た.期間は1981年10月から1983年2月まで

の16ヵ月間で滞在先はシドニｰ(図1)の郊外にある

������潭浯���桓捩�瑩晩����畳�楡�

ResearchOrganization:連邦科学産業研究機構)エネルギ

ｰ地下資源研究所(Institut.ofEn｡｡gy.ndE｡･thR･s-

ou｡｡｡s)鉱物部(DivisionofMin｡｡｡logy)であった.

短かい期間ではあったがオｰストラリアの自然の豊

かさとオｰストラリア人の生活態度ののびやかさカミ大

変印象的であった.また研究活動の面でもオｰス

トラリアの研究者の研究態度や研究所の運営方針桂ど

にもいろいろと学ぶところが多かった.

後に述べるように日本とオｰストラリアは地下資源

貿易のパイプは巨大であるがそれに比べ日本人の地

質鉱床研究者カミオｰストラリァに長期間滞在し実地に

研究活動を行う機会は残念ながらまだ非常に乏しい.

ここに一鉱床研究者からみたオｰストラリアの素顔と

CSIROの地下資源研究の様子を御紹介したい.

図1真冬のシドニｰ港.PortJacksonと呼ばれる

この湾はParamatta川河口のエスシュアリｰで

ある.中央はノ'一バｰブリッジ左はオペラハウ

スでともにシドニｰの象徴的な建造物である.

新しい開かれた国本一ストラリア

オｰストラリアは地理的･社会的に日本とは正反対の

面を数多く持っている.よく知られているように南

半球に位置するために季節は日本とは逆.そして月

の満ち欠けの方向も逆(例えば上弦の月は左半分が下弦の

月は右半分がそれぞれ輝いている)･夜空の星座は上下逆

さま.おまけに白鳥まで黒い(図2).

国の面積は日本の20倍人口は約8分の1･従って

人口密度は160分の1･社会的にはイギリス人が植民

を始めてからまだ200年に満たない新しい国で今なお

世界中(日本も含む)から移民を受け入れている国であ

る･町を一歩出ると広大な自然が拡カミりそして

図2ブラックスワン(黒いr白鳥｣)｡約200年前に初

めてヨｰ目ツバにこの鳥の存在を報告した船員は

長い間ウソつきよぱわりされたという.
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一地質屋にはこれが最も大事なことだが一句より

も地下資源の豊かな国である.

かつてはr羊の背に乗った幸運な国｣といわれ

た純農業国オｰストラリアも今では国の経済の

多くの部分を地下資源の輸出に頼っている(図

3･4).そして驚いたことに地下資源の総輸

出額の42%は日本向けなのである.中でも石炭

は73%鉄鉱石にいたっては実に75%が日本へ輸

出されている(表1).一方日本にとっても総

輸入額に対するオｰストラリアからの輸入割合は

石炭で41%鉄鉱石でも39%にのぼっている

(1981年;通商白書昭和57年版).

最大の基幹産業である製鉄業の原材料をこの

ように大幅にオｰストラリアに依存する日本にと

ってもまた日本を最大のrお得意さん｣とする

オｰストラリアにとってもともに相手がなくて

は近代国家として存立し得ないという意味で両

国はまさにr一蓮托生｣の関係にあるのである..

このように互いに政治的に安定した自由主義国

として日本とオｰストラリアは経済的に近年

一層結びつきを深めている.さらに欧米から地

理的に離れた西太平洋に位置する先進国同士とい

う近親感からも文化面でもますます交流が活発

になりつつあるようである.

もっとも地理的には日本以上に欧米から離れ

ているとはいえオｰストラリアは今なおエリザ

ベス女王を元首にいただく大英連邦の一員であり
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a)…一次精製品.
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表1オｰストラリアの地下資源の輸出額と,それに占める日本への輸出割合(L.P.G.を

除く)(1980年)

�オｰストラリアの総輸出額�日本への輸出額�日本への

鉱種�(･1,…オｰス㍑リア)�(･1,･･オｰス㍑リア)�輸出比率(%)

銅�250,769�72,706�28.99

鉛�574,299�6,723�11.71

亜鉛�224,883�60,326�26.8葛

鉄鉱石�1,163,590�873,045�75.03

銑鉄鉄鋼�130,539�9,613�7.36

タングステン�52,624�4,223�8,02

錫�117,574��

イルメナイト･ルチル�113一,961�12,125�10.64

ジルコン�35,058�12,460�35.54

石炭�1,688,917�1,229,642�72.81

オパｰル�25,551�6,491�25.40

その他�2,195,995�459,957�20.95

合計�6,572,717�2,747,316�41.80

AustralianMineralIndustryAnnualReview1080より

国の中枢のほとんどはイギリス系住民に把握されている.

従って国際的な活動に際しての言葉のノ･シディも皆無で

あり欧(とくに英)･米との人的交流や情報交換の量も

日本とは比べものにならぬほど多くがつ迅速である･

さらに英国をはじめとするヨｰロッパ諸国が大半を占

めるとはいえ世界各国から今放お大量の移民を受け入

れていることもあって世界に大きく開かれている国

というのが現地での率直な印象であった.最近その社

会構造の特異な閉鎖性を諸外国から指摘されることの多

い日本と比較してこの点も良い対照となるようである.

｢資源夫国｣才一ストラリア

さてすでに述べた石炭と鉄鉱石のみ泣らず他の地

下資源についてもオｰストラリアの生産量･埋蔵量は

かなりの量にのぼる(表2).また近年発見された鉱床

の中にはロクスビｰ･ダウンズRoxbyDOwm(別名オ

リンピック･ダム01ympicDam)のようにマウント･

アイサ(図5)をしのぐ銅量(約3000万tといわれる)と

世界最大級といわれるノｰザン･テリトリｰのウラン鉱

床群(図6)をしのぐウラン量(約120万トンU昌O｡)をあわ

せ持っ大鉱床もある.

その他いくつもの鉱床･鉱徴地が知られ(図7)鉱

床研究者の多くもまだ奥地をちょっと探せばいくらで

も鉱床が発見できそう荏そんなr資源大国｣のイメｰ

ジをオｰストラリアに持っているのでは扱いかと思う･

実は筆者もそのよう放莫然としたイメｰジを持ってオ

ｰストラリアを訪れた一人である.ところが実際に現

地で鉱床探査研究に携わってみると実態はそんなに生

易しいものでは狂いことカミわかった.つまりオｰス

トラリアならではの要因カミそのまま鉱床の探査開発に

とってしぱしば決定的な制約となっていることを知ら

されたのである.その最たるものは

1.国が大きすぎること

2.人が少匁すぎること

3.雨が降らたすぎること

の3つである.これらカミすべてr資源小国｣日本の自

然的･社会的条件とは正反対の要因であることは皮肉で

ある.

たとえ幸い探鉱活動が成功して鉱床の存在が確認出

来た(図8)としてもオｰストラリアの人達が｢アウ

トバック｣と呼ぶ内陸奥地(図9)の場合は開発のため

には鉱山町そのものの建設から始まって貴重た水の確

保海岸迄の輸送路や港湾の建設などいわゆるインフ

ラ整備のために莫大た費用が必要に狂る.また国全

体として人手は少たく人件費も高い｡とくに皮肉なこ

とにこの国が資源大国であることの最大の条件である

国土の広大さがそのまま開発のための最大のネックと

狂ることカミ多い.例えばクイｰンズランド州のマウン

ト･アイサ鉱山の場合は資材や製品の輸送のために太

平洋岸迄1500キロ以上もの鉱山鉄道で結ばれている.

また酉オｰストラリアのノ･マｰスレｰ地域の鉄鉱石は

同じ大陸の反対側のシドニ二に運ぶよりも日本に運ぶほ

地質ニュｰス352号�
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表2世界の地下資源におけるオｰストラリ7の比重

���生産量����埋蔵量���

鉱種�世界�オｰストラリア�単位�年�オｰストラリア�世界�オｰストラリア�単位�オｰストラリア�備考

���(トン)��の比率(%)���(トン)�の比率(%)�

アルミニウム�17,110�4,890�X103�1978�29�8,029�1,406�X106�18�

ビスマス�14,400�930��1978�21�185�26.3�X103�14�

カドミウム�20,650�1,500��1978�7�1,245�135�X103�11�

コバルト�25,340�1,360��1978�5�;,443�295�X103�5�深海底ノ1ジュｰ

鋼�7,802�244�X103�1980�3�1,627�16･〕�X10盾�1�ルを除く

金�943�17��1980�2�61,270�1,866��3�

鉄鉱石�481,500�52,800�X103F｡�1978�n�197�18�X1OgF咀�9�

鉛�3,445�400�X103�1978�12�288�34�X106�12�

マンガン�9,582�693�X103�1978�7�2,812�132�X106�5�深海底ノジュｰ

ニッケル�729�91�X103�1978�12�228�8.8�X106�4�ルを除く

����������同上

銀�1O,721�774��1978�7�770�42,6�X103�6�

タリウム�12.7�1.04��1978�8�730�90��12�

トリウム�1,138�712��1978�63�5,168�122�X103�2�

錫�252�12�X103�1978�5�37,OOO�920�X103�2�

イルメナイト�1,511�422�X103Ti�1978�28�153,O00�6,900�X103Ti�5�

ルチル�171�146�X103Ti�1978�86�544,O00�24,500�X103Ti�5�

タングステン�45,417�2,680��1978�6�6,760�367�X103�5�

ウラン�44,078�1,561�U�1980�4�3,420c〕�558d�X103U�16�共産圏を除く

バナジン�36,460���1980��56,OOO�1,360�X103�2�

亜鉛�5,878�473�X103�1978�8�325�40�X106�12�

ジルコニウム�263�工90�X103�1978�72�40�1O�X106�25�

石炭�2,816�76.3�X106�1980�3�637出〕�27出〕�X1Og�4�

褐炭�993�33�X106�1980�3��1O卯�X1Og��

石油�3,642�25.4�X106m3�ユ979�O,7�102,OOOb〕�393b〕�X106m3�O.4�

天然ガス�1,632,300�6,766�X106m3�1977�O.4�70,849b〕�878b〕�X1Ogm3�1.2�

オパｰル��54,133�X10ヨオｰスト�������

���ラりア･ドル�1980�(95)�����

注1)生産量については統計年毎に以下の資料を用いた:

a)1978ヒMinera1FactsandProblems1980(uSBureauofMines,Bulletin671.1980.1060=p)

止)1977･･79:181資源エネルギｰ年鑑(通産資料調査会,1981,839p)

����畳��楡湍楮敲����特����������慵潦��牡���������慮�

Geophysics,ユ982,341p)

2)埋蔵量については,上記資料司｡)より引用した数字には当該記号を付した｡それ以外はa)より引用｡

3)単位は特に記したもの以外はメｰトル･トン｡

うが安くつくという.

一方鉱床それ自体も巨額の投資に見合うような大規

模なものとなると今ではそう簡単には見つから狂いの

か実状である.地表に露頭をもつ鉱床も約130年前

のゴｰノレドラッシュ以来ほとんど発見され尽くし今

後は潜頭鉱床の探査のために高度の知識と多額の費用カミ

必要となるだろう(前出のRoxbyDowns鉱床は地表下

約300mに胚胎する潜頭鉱床である).

また著名な大鉱床の中にはブロｰクン･ヒルのよ

うにこのまま採掘を続けれぱあと20年後には掘り尽さ

れると考えられるものもある.事実このようにし

てゴｰストタウンとなった鉱山町も数多いはずである

(図10･11).オｰストラリアにはr鉱徴地｣は数多い

カミr鉱山｣の数が驚くほど少いのは以上のような理由に

よるのである.

r資源大国｣といえどもいや近代国家としての存

立基盤を地下資源開発にゆだねるr資源大国｣だからこ

そオｰストラリアが地下資源の探査にいかに大きなカ

を注いでいるか以上のことからおわかりいただけるか

と思う.

私が滞在していたCSIROのエネルギｰ地下資源研究

所はこの乾燥しただだっ広い島大陸オｰストラリアに

1983年12月号�
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眠る各種地下資源をどのように探査し開発し利用し

てゆくかを研究する国立研究機関である･

地方分権と個人主義

筆者が滞在したシドニｰのエネルギｰ地下資源研究所

のサイト(図12･13)は筆者の所属したMineralogy(鉱

床探査)の他Fossi1Fue1s(化石燃料)MineralPhysics

(物理探査)の計3つのDivisiOnが同居するいわば

図5

クイｰンズラツド州マウント･アイサ鉱山の遠

景.名実ともにオｰストラリア最大の鉱山で

1980年の採掘量は銅157千t(全オｰストラリア

め91%以下同じ)鉛141千t(36%)亜鉛114

千t(23%)銀403t(53%).

図6

ノｰザンテリトリｰの首府ダｰウィンの西方約200

kmの熱帯雨林の中に忽然と現れたRangerウラ

ン鉱山の処理プラント.この周辺の4つの鉱床(Ja-

bi1uka,Ranger,Nabar1ek,Koongarra)の埋蔵量

はUヨ0830万t以上といわれる｡

地質ニュｰス352号�
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8図1972年に発見されたニュｰサウスウェｰノレズ州

E1ura鉱床の坑道入口･この地域の年間雨量

は約300mm･風化帯は地下130m迄達する.

団地となっている､ただし狭義の研究組織以外の事

務部門･図書室および後述の研究支援部門1主すべて

3つのDivisiOnの共有となっている.

エネルギｰ地下資源研究所は合計9つのDivisiOnと

1つのUnitよりなる(図14).'本部は独自にメルボノレ

ンにあり所長(Di｡｡｡to｡)はそこに常駐し管理的な

業務に専念している.シドニｰにはこの研究所の他

のDivisiOnのサイトが他に何カ所もある一方Divi-

sionofMinera1ogyの本所は西オｰストラリア州のパ

ｰスにあるなど中央集権的発想に慣れてしまった筆者

のような平均的目本人にはこの組織はかなりわかりに

くい.オｰストラリア人(そしておそらくはオｰストラリ

アを作ったイギリス人も)にはピラミッド型の整然とし

た組織がよほど肌に合わないのだろうと思わされる.

特に日常生活の次元では連邦政府よりも各州政府の

影響カミはるかに大きいオｰストラリアでその最たるも

第9図ノｰザンテリトリｰのアリススプリングズから

ダｰウィンヘ向う機上からみた典型的なrアウ

トバック｣､

のは日本でも昔なつかしいrサマｰタイム｣(現地で

はD･y1ightS･vingTim･と称する)への対応の仕方であ

ろう･ほぼ同経度に沿って分布する東部諸州のうち

クイｰンズランド州はこれを採用しない･また採用

している他の州の間でも各州の事情から採用期間が必

ずしも一致しないのである｡従って国内時差ともあい

まって(さすがにこちらの方は一定であるカミ)夏場(すな

わち11月～3月頃)に国内旅行する外国人は時計合せの

複雑さに泣かされることになる(図!5)､これなども連

邦政府を持ちながら露骨に中央集権的発想を好まない

オｰストラリア人の面目躍じよたるところかも知れない.

図10シドニｰ西方150kmにある旧SunnyComer

鉱山跡.かつては小規模な銅製練所もあったが今

はかえり見られない.

図11

シドニｰヴ)､1ヒ西工50kmにあるα建五ユDavisオ

イルシェｰル精製工場跡｡1950年頃まで灯油採

取のため稼行していたが石油の輸入増加に伴

い操業は停止し今では美しい谷間に不釣合な

廃塘となっている.
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.図14C.S,I.R.O.およびエネルギｰ地下資源研究所

の組織(CSIROAnnua1Report!981/82を簡略

化;1982年6月30日現花)
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⑧App1iedGeomechanics

⑧EnergyChemistry

⑧EnergyTechnology

⑧Fossi1Fue1s

亀GroundwaterResearch

感Minera1Chemistry

⑱]V11ineralEngineering

幽Minera1Physics

亀Miner乞1ogy

�楴�

鯵Physica1Technology

一方このようた伝統的風土と表裏一体と思われるが

日本人的精神構造と著しく異なる点はやはり確固とし

た個人主義だろうと思われる.職場てば仲間同士で末口

気あいあいと仕事を進めることをr善｣とする平均的目

本人からみるとオｰストラリアの研究所の人間関係は

クｰノレでドライな印象が強いだろう一筆者の子供達カミ

通った現地の公立小学校の授業の様子をみても知識の

つめこみよりはいわば個性の確立が教育の大目標のキ

うであった.従ってこれはオｰストラリア独自の現

象というよりは西欧文化の一側面としてみるべきかもし

シドニｰ中心部(Cityとよばれる)の西方!0

k㎜の高台に望まれるエネルギｰ地下資源研究

所本館.まわりは緑が多い.

れない.研究所においては研究者のみならず事務職

員の多くも個室を与えられて仕事をしている様子を見る

と一層その感を深くしたものである.

オｰストラリア独特の精神風土としてよく例に出され

るのがMateship(オｰストラリア人が発音すると“マイト

シップ"と聞こえる)である｡これは開拓時代に行き

倒れになっている旅人に自分の水筒が室になることも

図12

図13エネルギｰ地下資源研究所正面入口.研究所名

の刻まれたコンクリｰトの標識の裏側には旧名

がそのまま残されている･モノを大切にするの

もオｰストラリア人気質である.

地質ニュｰス352号�
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図17連邦政府内でのC.S.I.R.O.の位置づけ

(csIR0Annua1Report1981/82を簡略化)

物資源地質地球物理局)とがある一その他各大学の地

質関連学科と各州の地質調査所(StateGeo1ogica1Sur-

V.y｡)がある.これらについては若干古い記述なから

高島(1972)に詳しい.

BMR(図16)は近年基礎研究部門を充実させてきて

はいるが地質図作成業務をはじめ連邦政府の資源政

策遂行のための技術官庁という色彩が濃い.これに対

しCSIROは後に述べるようにやはり連邦政府の政

策のワク内にありなカミら選ばれたテｰマについての目

的基礎研究を行う純粋な研究機関としての性格が強い.

一般に日本の地質調査所に相当する機関はこれらのう

ちBMRと考えられており事実地質調査所とBMR

の間では出版物の交換を含む情報交換などは比較的活発

に行われてきたようである､一方CSIROについて

はBMRとは異った独自の役割を果しているにもかか

わらず日本の地球科学研究者には余りなじみがないよ

うである.この機会にCSIROについても大凡の御

紹介をしたい.

恐れず水を与えて助けたような仲間意識を起源とすると

のことである｡上にのべたようた｢クｰノレな｣個人主

義をべ一スとし匁がらもrよそ者｣に対しでもきわめて

オｰプンにがつ自然に接してくれる彼等の態度は国

際化時代を迎えた日本人と日本社会も学ぶところカミ多い

ように思われた.

CS亙ROとは

さてオｰストラリアにおける公的な地質関連調査研

究機関としては連邦政府内ではCSIROとBMR(Bur-

eauofMinera1Resources,Geo1ogyandGeophysics;鉱

区15

ニュｰサウスウェｰノレズ州(左)とクイｰンズ

ランド州(右)の境界標識.夏期(ほぼ11月～

3月)はこの道路の左側は右側よりも1時間だ

け時計を進めなければならない･

CSIROは1926年に創設されたC.S.I.R.(Comci1

f｡｡Scientifi｡｡ndIndust.ia1R｡｡｡a.ch)を前身とし

1949年に現在のように改組されたオｰストラリア唯一

の国立研究総合機構である(図17).この組織は連邦政

府の科学技術大臣(Mini･t･･forS･i･n･･andT･･hno1ogy)

に直属し研究対象は防衛･原子力･医学を除くすべて

の自然科学技術分野を網らしている(ちなみにBMRは国

家開発エネルギｰ省DepartmentofNationa1Deve1opment

andEnergyの一部局である).

オｰストラリアでは日本と違いまだ民間企業の研究

開発投資活動は活発でなく国全体の研究開発費に占め

る民間資金の比率は17%程度といわれる.比較のため

に言えば日本での民間研究開発資金の割合は全体の73

図16

キャンベラのBMRが入っている連邦攻府合同

庁舎.バｰス･ベッキング生物地質学研究所も

同居している.
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%にものぼる(198!年度;石坂,1983)からその違いは大

変大きい.従ってオｰストラリアでの産業活動や

国民生活全般に占めるCSIROの比重は日本人の想像

以上に大きい.例えば現在流通している50ドル紙幣には

何代か前のCSIRO議長の肖像が印刷されているしま

た連邦議会総選挙の際の開票速報や集計にはCSIRO

本部のコンピュｰタｰが活躍するという.

CSIROの組織

CSIROの現在の最高責任者(議長Ch･i･m･n)はCS

IROの宇宙物理学部門出身のJ.P.ワイルド博士であ

る(図18).1982年6月現在の総職員数は7,426名

でその内研究者は約3分の1残りは研究補助職員

と事務職員たどである.1982/83年度(1982年7月～83

年6月)の予算は約2億7千万オｰストラリア･ドル(約

600億円)でその内約15%は各種基金および風間企業

からの出資である(csIROAmu.1R･vi･w1981/82).

この巨大な組織はワイルド議長を筆頭とする8名の

理事(内常任は3名)からなる理事会とそれにより運営

される次の5つの研究所(Institute)よりなっている:

轡物理科学研究所

㊧エネルギｰ地下資源研究所

鶴産業技術研究所

鰯動物･食品科学研究所

鶴生物資源研究所

これらは実質的な研究所単位というべききわめて

独立性の強い47のDi∀isionおよびUnitからな1つ研

究施設はオｰストラリア全土の109カ所に分布している.

すでにおわかりのようにCSIROの場合目本の国立

研究所のおかれている状況と決定的に違うのは日本の

ように研究分野毎にいくつもの行政官庁の下部機関とし
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図18

CSIROの研究者用機関紙“CoRe-

search"(月刊)に毎号載るワイル

ド議長のコラム.1982年11月号の

この欄では職員給与凍結の動き

をうげて過去15年間の実質給与

の変化を解説し理解を呼びかけ

ている.

てタテわりに管理されるのではなくあくまでも科学

技術大臣に直属する科学技術研究のための一元的な特

殊な総合機構として位置づけられていることである.

従って連邦政府の一組織として連邦政府の政策の

ワク内にはありながらも科学者によらなければ決して

解決され得ない特殊な事業をあくまでも科学者の運営

によって遂行する組織としての自立性を保っているよう

に印象づけられた.

事実CSIROの研究政策の基本的な企画立案や研究

テｰマのプライオリティの設定は上記の理事会により

最終的に決定される.ただし連邦および各州政府

産業界教育界(大学など)'の代表よりなる諮問会議

(AdvisoryCounci1)や各州の利害代表からなる委員

会(Stat.C.mmitt｡｡)が設けられ公的機関としての

CSIROの活動内容に対し外部から意見を反映させる

べく機能している.これら外部の意見をふまえて

Re∀iewと称しDivision毎に存在理由そのものの再検

討や活動内容に対する見直しもCSIROの最高幹部を中

心メンバｰとするReviewCOm㎜itteeによって常時行

われている.このReviewは大凡10年毎に各DiYision

にまわってきて時にr猛威｣をふるうようである.

CSIRO内の組織の改変･統廃合は日常茶飯事なので

このReviewの結果が出るまでは普段は欠きた権限

を持たされている各DiYisionの長(Chief)達も胃の

痛くなる思いをさせられていることだろう｡

CSIR0の組織の改変は連邦政府の科学技術政策や納

税者としての産業界の意見を反映して迅速に行われる

ことが多い.例えば国内の石油消費量の約3分の1

を輸入に頼っているオｰストラリアでも目下石油代替

エネルギｰ源の研究開発がCSIROのテｰマの最優先項

目とされているがこれをうけてオｰストラリア原子

力委員会所属の研究所の職員約100名とその予算の約

3分の1が最近CSIROに移管され新しいDivision

地質ニュｰス352号�
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図19タスマニアの鉱山町Roseberyを覆う深

刻な不況を伝える主力紙(1982年7月).

この時点でオｰストラリア全土の失業率

は10%をこえている.

となった.また石炭液化プロジェクトや石炭･石

油･オイルシェｰルなどの探査･開発･利用技術をにな

う化石燃料部(DivisionofFossi1Fue1s)は1981年に一

ランク下のUnitから昇格したばかりである.

そして与えられた研究テｰマに従事することと

科学者として自分の好奇心を追及することとは

注意深くバランスがとられるべきである.

��到���剥癩敷��弓�

CS鵬Oのr基本方針｣

オｰストラリアも御多分にもれず目下不況のまっ只

中にあり(図19)連邦政府は1982/83年度の職員の給与を

凍結するなど経費削減にやっきである.CSIROもそ

のあおりをうけて研究予算の大幅な削減をこうむるなど

台所はかなり厳しいようである.このような中で連

邦政府や産業界の要請に直接応えるいわゆる応用研究

と科学者としての創造的な好奇心に支えられたいわ

ゆる基礎研究とのバランスをCSIRO全体としてどうと

ってゆくかは最高責任者のワイルド議長にも難しい問

題のようである.最近述べられた彼のr基本方針｣は次

のようなものである:

(1)やら柱けれぱならないこ｡とはすべからく良い

仕事をせよ･予算が減っても研究の質は落すな.

その時は研究の量を減らすべし.

(2)研究対象は厳選すべし.すなわち国家的見

地からみて重要な分野と科学的見地からみて研

究に値する分野とにしぼるべし.

(3)CSIROの伝統的放研究の質のレベルは常に維持

するべし.研究の質を維持するためには科学

者個々人の意欲と周囲からの刺激が必須である.

上の項目(3)の最後で述べられている点についてはワ

イルド議長がどちらに力点を置いているかは読む人自

身が判断するしか校い･しかし国立研究機関という

制約の多い組織の中でもたお科学者･研究者の集団と

してのアイデンティティに誇りを失わだいワイルド議長

と傘下の科学者達のr心意気｣かごのr基本方針｣

全体に溢れているように筆者には思われる.

niViSi0皿0f皿i皿eXa10gyの活動

筆者が所属したDivisionofMineralogyは直訳すれ

ばr鉱物部｣だカミ実際はr鉱物資源研究所｣または

r鉱床探査研究所｣としての役割をになっている部であ

る･研究員は部長(Chief)のMrGaskinを含め49名.

研究補助職員は22名である｡(IEERAmu.1R.p｡｡t

1981/82).この内ほぼ半数強が西オｰストラリアのパ

ｰスにある本所に残りがシドニｰにそれぞれ在籍す

る.広大な国なのでパｰスは西半分シドニｰは東半

分をそれぞれ受け持っているとのことである.この他

キャンベラにあるBaasBecking地質生物学研究所

(研究員8名研究補助職員6名)もこのDivisionのシド

ニｰ支所の指揮下にある.

このDivisionのシドニｰ側の責任者はAssistant

ChiefのDrBinnsである(図20).彼は元来超塩基性岩

1983年12月号�
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図20DiマisionofMineralogyのシドニｰ側責任者

Binns博士.Divisionの中で最も多忙な人

である(アリススプリングズ空港にて).

を専門とする著名な岩石学者であるが現在は大きな権

限と引きかえに大変多忙な毎日を送っている.彼は西

ドイツで発行される岩石学分野の国際雑誌rContribu-

tiontoMinera1ogyandPetro1ogy｣のeditorの1人で

もあるので帰宅後も投稿論文の査読などで忙しいよう

であるが研究所で毎日一番遅くまで仕事をしている常

連の一人であった｡彼の部長室の真ん前には彼専用の

実験室があり諾々のr雑用｣が一段落した夕暮れ時

一人でゴソゴソと実験室で何か仕事をしているのを何度

もかいまみることかあった.

DiYisionofMinera1ogyの研究内容はオｰストラ

リアに分布する各種鉱物資源(ウランも含む)について

その鉱床形成過程を解明し探査のための地球化学的モ

デノレを確立するということに要約される･具体的な手

法としては主に:

図22西オｰストラリア州GoldenGrove産へ一ス

メタルゴッサンの鏡下写真.白矢印は金.写真

横幅は0.5mm(InstituteofEarthResources

Annua1Report!979/80より).

図21エネルギｰ地下資源研究所のシドニｰサイトにあ一

る全自動質量分析装置一生に鉱床探査研究のため

の鉛同位体分析に用いられている･中央はフィン

ランドから来たVaasjoki博士(IEERAnnua1

Report1981/82より).

･多元素地球化学

･安定同位体地球化学

･流体包有物

･水地球化学

荏どがあげられる･この中で特に目下重点を置かれ

ているのが同位体地球化学的手法の鉱床探査への応用で

シドニｰのサイトには水素･酸素･硫黄･ストロンチ

ウム･ルビジウム･鉛･希土類元素狂とを対象とした実

験装置が完備し(図21)この分野に関わる研究者も10名

近くにのぼっている.

オｰストラリアの内陸部は乾燥した平担な地形が拡が

り最近の氷河の影響も受けていないため厚い風化殻に

覆われていることが多い.いわゆる露頭が認められる

ことは少なくたとえ認められたとしても激しい風化作

用をこうむりゴッサンGossanとなっている(図22)､

このようなオｰストラリア独特の地質･地形･気候条件

のためかここ何十年かの間に発見された鉱床の数は

アメリカやカナダに比べかなり少ないといわれている.

オｰストラリアならではのこのよう狂条件に適合した

探査手法を開発することがこの研究所のスタッフをは

じめオｰストラリアの鉱床学者の大きな目標であり夢

であるようだ.

研究所の組織と運営

研究所内の様子は日本と基本的には変ら狂い.ただ

しいくつかの点で日本(あるいは地質調査所)の場合と

明らかに異なるものがあるので御参考までに記してみ

たい.

地質ニュｰス352号�
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その第1は研究支援部門の大変次充実ぶりであろ

う･筆者の滞在したサイトには総勢283名の職員カミ働

いていたカミその内研究員は135名にすぎず残りの

大半は研究補助職員カミ占め(125名)(注)事務職員は23名に

すぎなかった(IEERAmua1Report1981/82).

研究支援部門はきわめて多彩で

･分析課(所内の依頼分析すべて)

･試料課(試料の粉砕･分離･前処理など)

･工作課(所内の大小工事･旋盤･木工など)

製図課(一切の報告類の製図)

･写真課(一切の報告類の写真製作および外注取扱い)

･タイプ課(一切の報告類のタイプ清書)

.編集課(一切の報告類の内容およびスタイルの査読)

図書室

といたれりっくせりである.

また大型機器類には必ずといってよいほどオペレ

ｰタｰカミついていて日常的な維持･管理はその人達カミ

やってくれる.また直接研究者が分析や測定を行

う必要カミある場合を除いて依頼伝票1枚で各種化学

分析･X線粉末回折狂どは自動的にデｰタが上がってく

る仕組みになっている(図23).実験室のちょっとした

改造在とも工作課への依頼によってやってもらえるのは

有難かった.

第2には比較的緩やかな会計システムであろう.

50ドル(約1万円)以下の物品であればグルｰプ長の

承認と事務係長のサインがありさえすれば自分で店頭

で選んで購入してかまわない.

図23研究所にあったフィリップス製X線粉末回折装

置､旧式であるがオペレｰタｰがついていて手

入れは良く所内研究者の依頼に応じてデｰタ

をとってくれる.

(注)内図書･製図･写真･編集･タイプに関係するもの

は16名.

1983年12月号

また研究予算の使い方にしても配分された予算額

を超えない限りChiefの承認の範囲内において用途に

制限はない.つまり旅費(海外･国内を問わず)に使

おうが庁費に使おうがかまわないわけである.ただ

し大型機器についてだけは別枠で予算が配分されるよ

うである.いずれにしても普段出張旅費の少なさに

泣かされている日本国地質調査所員の1人としてうらや

ましい限りであった､

ただし筆者が断片的に知り得た限りでは連邦政府

の緊縮財政の影響もあってか研究予算の絶対額は驚く

ほど少ない.上に述べたようなr融通無碍｣な予算の

運用システムも裏を返せば少ない予算をいかに有効

に使ってより欠きた研究成果を生み出すかという目

的のためのr生活の知恵｣ではないかと思われた･

第3にはそれと関連するがCSIROとしても積極

的に民間の産業界と共同研究を行いgiveandtakeで

ゆこうとしていることである･すなわち研究所側は

頭脳と設備を提供し会社側はフィｰルドとお金を提供

することによって互いの利益をはかろうということで

ある.このような形での民間資金がCSIRO総予算の

15%にも達していることはすでに述べた.もっとも

このよう恋スタイルの共同研究はその性格上迅速にデ

ｰタを出し成果をまとめることか不可欠であり上に

述べたような充実した支援体制なしには考えられたいこ

とであろう.

第4にあげるべきは各DiYisionのChief(時には

AssistantChief)の権限の強大さであろうか.Chiefは

InStitute本部から配分された予算(しかもいわゆるrヒモ

なし｣で)を自分のDivisionで執行する一切の権限を有

する･各研究員から出される大小様々な要求をすべて

チェックし研究管理者的な見地から判定を下すという

かなり大変な仕事を1人で行う.また人事権も持ち

研究員の採用(主任研究員以上は世界中から公募するシステ

ムになっている)や昇格(研究者の俸給表は10もの等級ランク

に分けられている)狂どはChiefが最終的に決定する.そ

の上研究管理者として研究員の書いた論文･報文類は

すべて目を通し公表の是否や訂正のポイントについて

コメントする.さらに一科学者として常時自分自身

の研究を高いポテンシャルに維持することも要求される.

従って一般に部下よりもはるかに多忙でありしば

しばr憎まれ役｣にも徹せざるを克ないようである.

研究所の日常生活

研究所の日常生活のパタｰンの中にも今日のオｰス�
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図24

ティｰタイムにくつろぐ同僚達､ノド学校で既に

ティｰタイムがあるオｰストラリアでは欠かせ

ない社交と一服のひととき.中央は筆者の世

話役だった丁博士.

トラリァを作ったイギリス人達の影響が色濃く残ってい

るものがある.それは午前と午後それぞれ30分つっ

持たれるティｰタイムである(図24).キャンティｰン

Canteenと称する職員食堂で1杯10セント(約20円)

のコｰヒｰ又は紅茶に1個4セント(約8円)のビスケ

ットをかじりながら｢一服｣するわけである.平均的

日本人の筆者は最初はなかなか腰が落ち着かなかった

が慣れるにしたがってまわりのオｰストラリア人の様

子を見るとこの習慣が彼等には絶対必要かつ不可欠の

ものであることカミよくわかった.この時間を機会に仕

事の打合せをしたり研究上の討論をするr実利派｣は

ごく少数で大多数はたわいのない世間話に興じて

r一服｣と割り切っている.

また職員が一堂に会する1目に2度の機会なので

所内の様々なアナウンスや退職者の永年勤続表彰などの

セレモニｰも適宜行われる･すなわちティｰタイム

図26研究所の近くの美しい川べりの公園での野外バ

ｰベキュｰパｰティｰ｡バｰベキュｰは肉が安

く天気の良いオｰストラリアの国民的料理(?)

で設備の整った公園カミいたる所に見られる.

図25

ユｰカリの下での真夏のクリスマスパｰティｰ.

研究所の中庭でワインやビｰルを飲みながら目

の長い1目を夕暮れまでダベリ合う.

はオｰストラリア人の職場生活の確固とした一部たので

ある.

また一年中天気が良く温暖なため研究所内外でも

真夏のクリスマスパｰティｰ(図25)をはじめ野外で

気軽にパｰティｰを楽しむことが多い(図26).12月半

ばから2月初めまですべての学校が夏休みに入るとク

リスマスや新年と夏のバカンスが1度に訪れるこの国で

は家族づれでお気に入りの海辺へ行き最低2週間は

そこでのんびり保養するという生活パタｰンが定着して

いる･もちろん研究者も例外ではなくこの期間の研

究所はひっそりしたものである.

蛇足ながらこのように人生をエンジョイする時以外

のオｰストラリア人は実に勤勉であることを彼等の名

誉のためにひと言づけ加えたい.

日本の研究所に底い他の特色といえばスタッフが国

際色豊かなことであろう.もっともオｰストラリア

自体が多くの国からの移民で成り立っている国だから当

然かも知れたいが大半はイギリス系オｰストラリア人

に占められるとしてもアジア･ヨｰロッパ･中南米･

中近東と数え上げればキリがない.おまけにr自分は

絶対にオｰストラリア人ではない｣と念を押す生粋の

(?)イギリス人もいるのだからややこしい｡

望まれる資源研究交流の活発化

第二次大戦で戦い合った不幸な歴史(図27)をのりこ

乏で現在の日豪関係はまれにみるほどうまく行っている

という.しかし資源貿易のパイプの巨大さに比べ日

本とオｰストラリアの地質鉱床研究の交流はまことに微

々たるものであることはすでに述べた･地質の構成上

地質ニュｰス352号�



一37一

せているコアラ(図28)の日本への呼びよせ計画もさる

ことたがら現在最も安定した日本への資源供給国で

あるオｰストラリアで資源開発のために日本人研究者

が寄与出来れば両国の将来の友好に一層大きな貢献を

もたらすだろう･また多様な鉱床のタイプに恵まれ

かつ欧米とのr風通し｣か日本より格段に良いオｰス

トラリアで良い刺激を受ける日本人研究者はきっと多

いに違いない.地下資源･地球科学の研究分野で今

後両国の研究者レベノレの交流が一層活発になることを祈

りつつこの稿を終えたい.

(終)

図27

シドニｰ西方300kmにある田舎町カウラの日本

庭園･第二次大戦中にこの町にあった収容所か

ら脱走しようとして死んだ何百人もの日本人捕

虜を祈念して日本の政府･企業カミ建設したもの.

から見てもいうまでもなく日本とオｰストラリアは

お互いにないものを持ち合っている･すなわち日本

にはオｰストラリアにない新生代地殻変動帯としての地

質諸現象が見られるのに対しオｰストラリアには日本

では見られない先カンブリア系か広く分布し地球の進

化過程に興味を持っ研究者には大きな魅力となっている.

一方オｰストラリアにはその広大な面積に比べ

地質家の人数は相対的に少なく日本人地質家の活躍の

余地はまだまだ大きいと見えた.最近新聞紙上を賑わ

図28

昼寝中のコアラ･羊と貴重な草を奪い合うカン

カノトが多数射殺されているのに対しこの動

物は大変手厚く保護されている.
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